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2014年度版 オレンジブック 5 薬理 訂正表       2014年 12月 25 日現在 

 

ページ 箇所 訂正前 訂正後 

23 問３ 問題文 １ 薬物… 

1 薬物 A は平滑筋の最大反応を起こ

し、その内活性（intrinsic activity）は

1 である。 

57 テキスト 

・気管支喘息禁忌 

カルベジロール、アロチノロール 

・気管支喘息慎重投与 

ラベタロール。アモスラロール 

・気管支喘息禁忌 

カルベジロール、アロチノロール 

ラベタロール。アモスラロール 

57 テキスト 

【気管支喘息患者に対するβ遮断薬の使

い方】 

禁忌：非選択的β遮断薬、 

カルベジロール 

慎重投与：選択的β1遮断薬、 

ラベタロール・アモスラロール 

【気管支喘息患者に対するβ遮断薬の

使い方】 

禁忌：非選択的β遮断薬、 

α1・β受容体遮断薬 

慎重投与：選択的β1遮断薬 

151 
４）その他 

薬物名 

・トラマゾール 

・ブレガバリン 

・トラマドール 

・プレガバリン 

188 問６ 問題文 

１ 長時間型のベンゾジアゼピン系薬は、

短時間型よりも退薬による反跳現象を

起こしにくい。 

２ ニトラゼパムは、入眠に至るまでの時

間には影響しないが、入眠後の覚醒回数

と時間を減少させる。 

３ フルラゼパムは、作用時間の短い催眠

薬で、一過性前向性健忘を起こしやす

い。 

４  エチゾラムは、GABAA 受容体の

GABA 結合部位に直接作用して、Cl-

の透過性を亢進する。 

５ ゾルピデムは、ベンゾジアゼピン系薬

と化学構造は異なるが、ベンゾジアゼピ

ン受容体に作用して GABAA 受容体機

能を亢進させる。 

1 ベンゾジアゼピン系薬は、バルビツ

ール酸系薬と比較して、REM 睡眠

(rapid eye movement sleep)の抑制

を起こしにくい。 

2 バルビツール酸系薬は、GABAA 受

容体のGABA結合部位に結合し、Cl

－チャネルを開口させる。 

3 ベンゾジアゼピン系薬は、ベンゾジ

アゼピン結合部位に結合し、GABAA

受容体と GABAB 受容体の機能をと

もに亢進させる。 

4 ペントバルビタールは、短時間型の

バルビツール酸系薬で、長期使用でも

身体的依存を生じにくい。 

5 ブロチゾラムは、短時間型のチエノ

ジアゼピン系薬で、麻酔前投薬にも用

いられる。 

240 本文 主要薬物 ニホニジピン エホニジピン 

246 本文 薬物・特徴 ニホニジピン エホニジピン 

307 問５ 解説文 １ ×：リクロルメチアジド、… １ ×：トリクロルメチアジド、… 

377 問 20 解説文 ４ …pHを上昇させる。 ４ …pHを低下させる。 

449 問５ 問題文 

1．フルバスタチン 

2．総コレステロール値を低下させる。 

3．肝臓細胞膜の LDL 受容体数を増加させ

る。 

4．HDL を上昇させる。 

5．抗酸化作用を有する。 

１ フルバスタチン 

２ プロブコール 

３ イコサペント酸エチル 

４ フェノフィブラート 

５ デキストラン硫酸ナトリウム 

493 問 1 解答 解答：２ 解答：５ 
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631 問 11 問題文 薬物―作用機序―副作用 薬物―作用機序―適応症 

680 ページ 38 ⑧NO ⑧β２ 

 

 

 


